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前書　　　 ，　t第盟図　．電極・Rは反射鏡で

’当然起る張力1辰動を論じ，之が膠着抵抗と営繭動作から　　　　　　　　　　　　　　　　　は次のようである。

に第2報に於L，特殊の繰糸方法であるポットシルク繰
T

cは電気容亘を表

あり，ポジトシルク繰糸機による方式は，繰糸張力の累　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dt

灘驚繋鼎罐農糠霜嘉延禦欝灘秘讐惣蕪動逗叢
めの理論式から糸形を決定し，之をストvボスコープで　　はイムスハーストの起電機を使用した。第23図はこの装

糸形の実際を捉え，之等を比較するととにより，略々理　　置によって撮影したもので，同図（のはポジト回転6，500

論と実際とが合致することを知った。しかし更に瞬間撮　　r・P・m，繰糸速度208m／s，同図（b）はポット直転6，500

影で，正t，く糸形を写し出すことh出来たので，その結果　　r・P・m，繰糸速度110m／sの結果である。繰糸速度が大

を掲げると共に，ポットシルク繰糸機による糸と一般繰　　　きい程，又回転速度が小さい程糸の曲率は激しく・反対

糸法による糸との物理的性質を比較する手始めとして，　　に繰糸速度が小さい程，叉回転速度が大きい程糸の曲率

動摩擦係数の測定装置の工夫と，その機械で実験した両　　　は小さく，直線に近づく。このととは理論酌にも実際に

者の比較結果を次に述べることにする。　　　　　　　　　も明瞭である。

　　　　　　　　実験と理論　　　　　　　　　　　　第23図　　　　　（a）
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（b）』　　当っては，ポット内の室気の状態を何等かの方法で知り

度かったのであるが，瞬聞撮影が出来たので逆に実際の

糸形を詳細に吟味するtとからジポット内室気の状態を

知り得るのである。ごの研究は優の機会に譲る。爾本実

験装置で殊に意を注いだ点は，ポットの硝子製上蓋を徹

してポット内の細い糸形を撮し出すことであって，第23

図の反射鏡Rもその意味で颪間閃光を糸上に集め，その

照度を増すことに大いに役立っている。

（2）　ポツトシルク繰糸機による糸の動摩擦係数

　ポットシルク繰糸機による生糸は，その繰糸張力の推

移状況が，従来の繰糸機による繰糸張力と全然異なり，

前者は，繰糸張力が殆ど零に近い点で巻き取られるとと

（9）　を第2報で述べた．更に職質韻わぬ点も，その特質

とされる所である。筒座繰繰糸機に於て，ケソネル緻掛

部を有し撚無しであるのに対し，ポットシルク繰糸機に

はケソネル装置が省略され，且つ，弱撚が施されてい

る。又セリシソ含有の点からも多少の相異が認められ

る。

　そこで両者の物理的性質や，化学的性質等も相当異っ

ているととが想像されるJそこで両者の物理約性質の一

つである動摩擦係数が，どのようであるかを比較したの

で，その結果を次に記すことにする。

　従来一般繊維の動摩擦係数の測定は，内外共に多くの

胴図（。）は拘トの上蓋（硝子製）を販り去。て撮　実験がなされ・K・uMME・M°RR°w・SELLARs・H°鴨

影したもので，室気の翫獄きく蜘．翻し，そのた　WELL・　W°°D・山本・且購醐の諸氏他がある・又そ

め糸の曲率漸堵と比べ，蒲に大きいことを示して　の実験装置も・多種にわたり・精密な轍が行われてい

いる．第2報で慰たように，ポ。・内碩室で，従。＿る・生糸蹴いての醗は・他雛のものと比べ割合vこ

て糸の形が室気抵抗に支配されないとすると，糸の太さ　　少い。

若しくは雪量に無関係に糸形が決定されるのである。実　　　筆者は新しい試みとして・毎子による振動系に絹糸の

際は茉ヅト中の塞気は略々ポット回転に近い角速度で回　　固体摩擦装置を附属せしめて・振動の減嚢状況から・動’

転すると考えら泌が，厳密に1．：上蓋の中心に直径5・・　摩翻数の測定硫・た・

の孔があ。て外気に懲各されてVることや，ポ。ト周壁　第24図（・）醐上の目的で組立て懐置の外貌で・P

に水切の小孔があること等c・，ポット内室気の運動はそ　　は振子・Bは2つの凸レンズを挿入し・先端に小孔のあ・

う簡単ではない。（第2報第15図参照）。　　　　　　　　る集光筒を有する光源箱で・その中には振子に添うてさ

　第23図で右側に白い弧形が見えるが，之は繁ヅト内壁　　がって来たコードに連絡された電球と起振力を与える錘

に既に巻き取られた糸の一部である。　　　　　　　　　とがおさめられている・Dはドラムで・振動する光点の

　実際の糸形（第23図）と理論的に求めた糸形（第2報　　軌跡をこの上に貼られた印画紙上に記すようになってい

第fg図）とを比較して，大ぎな相違を認める点は，ボヅ　　る。　Fは糸の動固体摩擦を生ずる装置を載せるために水

ト内壁に糸が：妾触する所である。即ち理論式で橡糸が90　　平に置かれた固定台枠で，その装置の細部は同図（b）の

度に近い急激な屈曲をなすのに対し，実際はもっと弛や　　ようである。固定台枠上には固定摩擦面と移動摩擦面と

かで滑らかな曲り方をしている。糸の曲げに対する抵抗　　　あり，図の（d）は12×8×O・・3・］mの銅板で製られた固定摩

がたきく作用する結果と思われるが，ポット内壁の室気　　　擦板で，（ロ）は約4・8x4・8×O・2りmのアルミニウ’ム板で製

層の様子も合せ考えねぽならない問題である。本実験に　　　られた移動摩擦板である。そしてその何れの板にも，摩：
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第24図　　　擦を測定しようとする繰糸が，　　せるのである・メ，今振子の安点からドラム上の光点まで

　（a）　　　　平行に同じ厚味で巻かれてい　　　の鉛直距離を1と1，，ze＝yと置くと（1）式は次のよ弓に

　　　／グる・押引翻によ・て闘楓゜）　なる・即ち　　　　　　　　“

ア

　　丁繋誓圭饗婆怨1鷲　　嘉・÷留・・勲・±磁調一・

F引翻はゼ…騰撫両　灘盤…窪一⊥・・（・±・）一・…・…一・（・）

　　　灘畿鄭難寒但し劣，　撃・一融・

　　謙朧灘購膿糊・前述・同畷〉・・鵬薯⑰
　　　子の振動につれ，押したり・引い　　時負号を採るものとする。

　　　たりする力を移動板（m）Vc伝達す　　　（2）式の一般解を求め・且つ初条件t＝oの時y＝y1・

　　　・・騰の各質点劒稜（支（極大・，傷＋・と置く・瑠一〉・の聞では

　　点）に対し円弧状の運動をする
CDために，振子・・繊られた纈　 ・一・・－P・（」’1－p’　e“Et（c・・酬一 ﾀ［卿か・一〔・）

B　　　　　Aと押引概⑳とは図のように点　　　こsでρL＝ゾ疲＝容，（π〉ε）

　　　　　、欝力漁’多少の相互的又・一．盃の時・一魎小・階一・と1－．…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繋　岡・・一・匪・1－，）急・一……（・）

上下運動を自由にし，機構上から来る，摩擦，圧力変化　　から第（n－1）番目及び％番目の振幅を表す。

を出来る丈小さくする様に工夫した。　　　　　　　　　　㈲式を更に実験に陵利なように複振幅の式に書き直す

　さて）b・　S．る装置による振動の方程式は一般に次の式で　　と，

与えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　an＋エ＋2ρ＝（ar一，の1＿

　　　　・盤一一mgH・一・暮多・F・　　或vs＿an。va、、＋、一，，（∴の……．．．．、、）

或は・繋＋÷嘉・響（・士轟，γ・……（・）　e・で祓伽・は夫を最初嚇幅か・第略

姦膿鴇墜詣簸謙翻賢捧蕉灘齢潔驚甥灘翻隷
施摩顯までの鑓距離又倣中の鵬は万〉°　まり，更耐騨係数が求まる。とになる。

嚇磯・窪く・嚇鰐を採・も・・す・・　そ。で上述。実職置・理論式・を硬用して，ポ。・

　さてこの式の減衰状態をドラムに巻いた印画紙に書か　　　シルク繰糸磯及び一一・般座繰機によって繰糸された絹糸の
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細・89に相当する・又検節器によると板4’mの幅に35条　　　雛勲灘一蝦’・．難雛灘
の糸が巻ぎとられ，之を30回重ね巻きして一つの摩擦面

を作った。摩摩は糸の巻かれた厚さにも影響されること　　を使用してりを正確に測定すると第27図のようである。

が考えられるので，固体，移動両擦摩面一様に30回の重　　但し上式中魏は振動数m回毎の測定を表し・anは振動数

ね巻ぎにして，糸の太さは何れも約40デニールとした。　　m回毎の・第π番目の嚢振動の実測埴である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の装置で振　　　　　　　　　　・　第27図・　　　　　・（a）
　　　　　　第25図

動摩擦を比較して見た。唯本実験に当って，先づ動摩擦　　　　　　　　　　　　　　第26図

霧膿鍵灘ゑ糠菜籍嬢　羅藻難繊

　　一．　．　　　　　燃壽子の振動状況をド
『一“ @’．　’fl」　　　＃　　tラム上印画紙に印

繋離調雛騰2叢欝£
謙・，一難鰹野讐奮藩
糸灘…　灘譲・…は晦シ・ク繰　　　’幽　　　　（b’角　・・糊・　　’　　・：　　　一・・
　継　　　　藩　　　1
　’“－w…’　　　　tt『一　　　　　　’　糸機による絹糸，　　　　解7

繰　　・一．　．　　　　tt　共糸条の方向が平　　　qgS
生

　　　　　　　　　　　　　　　　各実験共法圧を3

様に変え，ω列の法圧は・35．00g，　B）列は60．65g，◎列　　　o．92

は85・55琴であるqこの図から沓複振幅を測り⑥式によ　　　o，g，

り砺を縦軸，an＋1を横軸にしてグラフを作ると第26図

の様である。各直線の21称rA），⑧，⑥は夫々第25図のそ　　　塗go

糸鞭繍蹄齋灘：；↑

＼、

＼

＿△L＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／2 3．弔86？sヲれに相当する。同図の各直線は何れも横輪こ約4艘の勾　　　　　　　　一“一》x

配を持つζとから？　（6）式でv≒1．となり，従って（6）式は　　　同図（b）の直線の勾配からv＝1・0035が得られる。

・an≒an＋1＋4ρで表されることを知る。　v≒1からε→0　　但し（b）図では縦軸は横軸の100倍にとってある。

で振子の室気による抵抗が等閑視出来る程度に小さいこ　　　次にポットシルク繰糸機と座繰機とで繰糸された絹糸

とが解る。之は別に固体摩擦面を取り除いて，振子の自　　を石鹸法で精練（本練）を行って，前と同様な実験を繰

由振動を行い，複振幅と減嚢比vとの間の関係式　　　　　返すと第29図が得られる。図の説明は第25図及び第26図

　　lOgio　an　＝　－mlObaioV・π＋（IOgioαi＋mlOgioV）　　　　の説明と全く同じである。
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　　　　　　　　　　（a）　　第　　28　　図　　　　　　　　　　　　　（b）　　当大きく現れ，絹糸の物理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸灘鱗灘謝性質の゜tつの濃茄は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っきり窺えるっしかし精練

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絹糸に於て鵬両者間で動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摩擦係数の差異は殆ど認あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られないが，その値は著し

謬　　　　　　S　説　　難t　　　　　く増加している認摩擦面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　間の糸条の方向が平行の場

騰難　鎌　綴、れもその薩はやはり大きく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　灘灘　　議　　　　以上を総合すると，摩擦

　　　　　　　　　　　　　　・　葺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’購　†　　　簸’犠　両面間の繊維の接触状況に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’’’’’’”÷　”　＾”腿　　　　大ぎく左右されるように思

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職灘i概’縦欄照灘　　　われる　即ちポットシルク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　t　　　　　　　繰糸機により製造された絹

騰。…一…辮　そこで⑥式と第絋座贈三より製造・れた絹糸・鼠繰絃力が

から摩擦力が計算から求められる3　　　　　　　　　　　ソの除去により多条繊維に分れ・やはり見掛けの法圧面

　但し太実険装置に於ては，mg　＝＝　4762。　5g，　E＝116・2　　に対し，比較的大きな接触面が想像されるし・又摩擦両

cm，1＝134．6りm，　r＝30．34cmである。　　　　　　　　　　面の糸条方向が平行の場合は直角の場合より実質的接触

　さて従来の動摩礫係数はAMoNToNS’1aWによって　　面の大ぎいことが考えられ・この何れから見ても理論的

決定され・摩擦力と法圧の比は・摩擦面漬・法圧力及び　　　　　　　　　　第6表　動摩擦係数

速度に無関係と考えられていたが，繊維の摩擦力1ま，上

述の法則に依らブ∫いことが明らかになった。絹糸以外の

繊維に就いて，多くの理論式や実験式が導かれている

7）i’・今その一つであるHG・HOWELLは摩擦力と法圧　　　　　ポット
とのRfi”v＝　F＝＝aRnなる関係式を導いている、こ・にF　未1

　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（糸
は摩擦力，Rは法圧・a及び叫ま常数である。そして仮　　精生

摩擦面
の糸の
方向

　法　　圧　　力

　　　b
35．00960．65985。55g
　　　I

温度

co

関係

湿度

平行i・・3・1…41・・32121・・：73

直角1・・21i・…｝・…123・・1・・

R　　RI　le　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿

陣1・・　151…71・・，・1・4・・165

・・一撚力蹴・・ての繍的磯は後醸るとし副
て，こLでは動摩擦係数は，上述のように摩擦力と法圧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の比と定義しご，上の実験結果を表に纏めると第6表の　　　本

ようllこなるJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　練
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　練）
　この表によると禾精練絹糸に於ては，ポジト繰糸機に

ポット

糸

平行i・・65，…gl咽・2・・i　58

直角i・・5gi・・541・…1・1・・166

座繰糸

［平行・…［・・　621Qr　sgl　31・・162

直角・・551・・531・・　・・131・・｝62

よる絹糸と座繰機による絹糸とは・実験中温度・湿度の　　　＊摩擦面を作る時の絹糸の張力は未精練絹糸に於てに

差は多少あるが，前者は後者に比べ鋤摩曝係数の値は相　　　　32g，精練絹糸に於てはA・8gである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ1’
瀟眈い・次に法肋畷伽ミ騨蘇数｝・姻・職・．．’ ﾔ徽B（1953）繊徽誌第9巻288PP．
影毛魍閥るかであるが，本機の爽験難iの感度の程度や，　」・A・．MQRR・、照931）J・・urnat・f　th・T・xtil・

撒灘糠謙難慮蕪灘撫119・唾　轄i
な鞭聯醐含に臨相当の働さで・齪倣駅　騨曜・石川縦槻）酬大勲総徽碗繍蜘
汽：るにつれて，動摩擦係数の減少力翼判る。以上2つの繧　　　号’74PP’

劉・A・M・・R・・物蝦す・・繭轍す聾頴鵬繊麟輪第、9聯，巻8°PP’
1°°

@　　　　　　．　　　．成購治（19S2）：全」・　一　・、・第柵第5巻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1く・R・＄EN（1938）JOUvnal。f　the　Textilc　lnstitute

　　　　　　　・　結論・　　・　　＿・　．　　　　’，　　T259
勲・ク融・ポ納・絹糸噸傭琴：よ諜翻1絵圭　。蝋駕
蝋湘こ求め・一方欄1｝〒撫・J；・て締籔え・略々　6・　．1：（19S3）Na・・…　。i：、171；N、14344

i儲の一廻Nること繍1り得た。陶ポ・トシ〃繰織　C・W・，d）（1952、．J・ut・・1・f・’the　Tex’tilb　ln・titut・

瀬細勒の点では，従来のSls，1！紡式と叙趣蝦に　　　　tt　　’：．．’：T338
L疎肋でボ・、ト内壁を踊ど獅近畷力騰諏壕♪　　　　　Summqty・　‘　t　ttl　t　tt
縄こと｝；ll・纈に構の影徽鷹す・と鵬畑・　Pl・・　，o・・hg　yh・・ikl嬉．di！！・r・噸be・繭・・h・
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